
1月19日の「どんぐりｓカフェ」は、「こ

んなふうになったらいいなあ・ＮＴセンター地

区」と題し、意見交換会を行った＝写真。

コメンテーターは当会の長谷川光男理事。現

在進行中の高蔵寺ニュータウンセンター地区の

都市デザインやアイデアを求める「まちの活性

化・都市デザイン競技」の説明の後、議論のた

たき台として、長谷川理事が、ペデストリアン

デッキの充実や、高低差の利用などを中心とし

た改造私案を提示した。 次いで、参加者からの意見表明に移り、下記

のような意見が出された。

・大型店の撤退問題をどうとらえるか。

・次世代へのバトンタッチを考慮。

・造りすぎず、順に更新してゆくべき。

・これ以上の人口増加は難しい。

・皆が集える広場が欲しい 。

・ＡＩの進展などで10年先は激変することを

考慮。

・若者はなかなか増えないので高齢者などを中

心に考えたい。

・ＮＴ全体をどうするかも考える必要がある。

・土地の高低差はペデストリアンデッキで解消

したい。

なお次のような現状に肯定的意見もあった。

・現状に満足。

・車の運転を止めたが、歩くのにそんなに不便

ではないし、危険も感じない。

・（センター地区に住んでいる二人）ほぼ満足

している。

「どんぐりｓ」では今後、このような住民の

意見や案を集約し、市当局やまちづくり関係者

に伝え、話し合っていきたいと考えている。

（山上 薫）

ふれあいだより
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●役員会に先立ち、会員の奥村氏から寄せら

れた“「安心・安全」の街づくり”のご提案

をお聞かせいただき、皆で意見交換を行った。

ご提案については、「どんぐりｓ」の来期の

活動方針を検討する中で擦り合わせを行って

いくことになった●役員会では、先月に引き

続き、来期の理事長人事をにらみながら、こ

れまでの「どんぐりｓ」の活動の問題点及び

今後の活動のあり方について議論した。その

中で、個々の役員が抱いている“まちづくり”

に対する考え方の違い、その結果としてのこ

れまでの「どんぐりｓ」の活動に対する評価

の違いも浮き彫りになった。そうした違いを

乗り越えながら、また、役員の高齢化の波と

戦いながら、“参加しやすい”、“参加して

楽しいと思える”「 どんぐりｓ」へと、ど

う再生していくか。かなり難しい作業である

ことは間違いない●2月の役員会では、来期

の組織体制と目指すべき活動の方向性につい

て、ある程度の結論を導き出したいと考えて

いる。皆さんからのご指導・ご鞭撻をお願い

したい。 （藤城 栄一）

役員会から（１月19日）

1月の「どんぐりｓカフェ」から

夢のＮＴセンター地区改造で意見交換



「高森台県有地の活用を提案する市民の会」

（略称：市民の会）が、第3回ハナモモ育樹祭を

2月23日（土）に開催する。会場は高森台県有

地内の高齢者福祉施設「どんぐりの森」。この

活動は市民・企業・行政が協働して高森台県有

地にハナモモを植えることにより地域全体を活

性化させようという「ハナモモ桃源郷プロジェ

クト」。今回は、新たにオーナー制を設け、ま

た企業からの特別協賛もあり、年を追うことに

賛同者が増えて幅も広がってきた。

昨年の育樹祭は小雪混じりの寒さに震えあがっ

たが、今回はセレモニーや飲食会場を室内に設

定。温かい軽食コーナーもあり、かわいいポニー

やヤギが特別出演？の予定。植栽後も家族で楽

しめるいろいろな仕掛けが用意されている。当

日は10時受付開始。セレモニーの後10時30分

頃から専門家の指導の下に植栽を行う。今年は

苗木総数は41本に限定しているので事前予約し

たほうが安心です。＜問い合わせ先090-3956

-8325＝林＞ （寺島 靖夫）

●2月の「どんぐりｓカフェ」は休みます。

●お電話か又は直接面談会場にお越しください

☎080-4540-3553（どんぐりｓ事務局）

面接相談会日時：2月3日（日）13.30～16.00

会 場：東部ほっとステーション

日 時：2月13日（水）、27日（水）
（ともに13：00～16：00）

会 場：「大人のたまり場」（高森台6丁目東高

森台集会所そば） 参加費：200円

連絡先：080-4540-3553(どんぐりｓ事務局）

カイザルのものはカイザルに
イエス・キリストは何罪で処刑されたのか？
答えは信仰のシンボルである十字架にある。

ハリツケの刑はローマ帝国の法律に基づく。

ユダヤの法では集団で石を投げて殺害する。
イエスはローマへの反逆者として罰せられた

のだ。そう見ると「カイザル（シーザー）の

ものはカイザルに。神のものは神に」という

言葉が生々しくなる。ユダヤ教の主流派パリ
サイ人が、ユダヤを占領しているローマ帝国

に税金を払う（従う）べきか、否（反逆）か

と問いかけた。聖書では、イエスを罠にはめ

るために尋ねたとあるが、全ユダヤ人にとっ
て切実な問いだったはずだ。イエスは、税金

（通貨にカイザルの肖像の刻印がある）は皇

帝に返しても、ユダヤ民族の信仰、魂は譲る
なと答えた。うまくかわしたと見える。が、

実は武装蜂起路線を捨て、精神・文化革命を

通じてユダヤ民族を解放すると宣言したのだ。

ダビデやソロモンのような英雄的な救世主
（キリスト）をイエスに期待した信奉者らは

失望した。特に武闘派で弟子のユダは裏切ら

れたと怒る。許せぬとイエスを役人に売った

のか。愛を説く民族解放戦線の指導者の無残
な挫折で、世界宗教・キリスト教が誕生した。

歴史の壮大なパラドックスだ。こんな妄想、

クリスチャンに叱られるかな。（明賀 雄二）

私の朝・昼・晩

第3回ハナモモ育樹祭、2月23日開催

家族で楽しめる仕掛けも

囲炉裏（長野県・中山道妻籠宿） 森 健

東部ほっとステーション7周年記念

“みんなで歌おう ほっとカフェ”
出 演；地域の歌姫 田中由美子さん

日 時；2月10日（日）13：30～15：30

会 場；東部ほっとステーション

（サンマルシェ南館１階）

・誰でも自由に参加できます

・カフェタイムもありますよ

主催；東部ほっとステーション運営協議会

2月の「高齢者・すまい無料相談」

2月の「大人のたまり場」


